
野鳥等の監視強化について～死亡した野鳥を見つけたら 

○国内複数箇所の養鶏場等で鳥インフルエンザが発生しています。 
○そのため、野鳥等の監視体制が強化されており、次のような野鳥の不

審死があった場合、検査を実施することがあります。詳しくは裏⾯へ︕ 
 
 
 
 
 
 

   
 
上記のような野鳥の不審死を⾒つけたら、所管の神奈川県地域県政総合
センター又は県自然環境保全課にご連絡ください。 
○なお、死亡した野鳥には素手で触らないでください。 

野生の鳥は、体内や羽毛に細菌や寄生虫などの病原体があることがあります。  

  

連絡先一覧（所管エリアごと） 

横浜市、川崎市   

環境農政局緑政部自然環境保全課野生生物グループ 

０４５－２１０－４３１９（直通）時間外は０４５－２１０－１２３４ 

横須賀市、鎌倉市、逗子市、三浦市、葉山町 

横須賀三浦地域県政総合センター環境部みどり課 

０４６－８２３－０２１０（代表） 

相模原市、厚木市、大和市、海老名市、座間市、綾瀬市、愛川町、清川村 

県央地域県政総合センター環境部環境調整課 

０４６－２２４－１１１１（代表） 

平塚市、藤沢市、茅ヶ崎市、秦野市、伊勢原市、寒川町、大磯町、二宮町 

湘南地域県政総合センター環境部環境調整課 

０４６３－２２－２７１１（代表） 

小田原市、南足柄市、中井町、大井町、松田町、山北町、開成町、箱根町、 

真鶴町、湯河原町 

県西地域県政総合センター環境部環境調整課 

０４６５－３２－８０００（代表） 

 

 

○ワシやフクロウのような猛禽類 
○カモのような水鳥 
○種類がわからない鳥 
○複数の鳥（概ね３羽以上）  の不審死であって 

○出血や、体が変に曲がるなどの外傷がない 
○死んだばかりに⾒える                  

（干からびたり獣に食べられたり 
腐って崩れたりしていない）      もの 

写真提供下さると 

助かります！ 



○鳥インフルエンザとは 
ウイルスによる鳥の感染症で、自然界では水鳥を中心とした鳥類がウイルスを保有

しており、冬季に流⾏します。 
通常ヒトには感染しませんが、感染した鳥に触れる等、濃厚接触をした場合などに

きわめてまれに感染します（国内感染事例なし）。 
全国的に、野鳥糞便等や死亡野鳥、死亡家きん（飼養鳥類）のウイルス調査が⾏わ

れており、家きんでウイルスが確認された場合は、他の養鶏場等への感染拡大を防止
するため全数殺処分が⾏われます。 

○近隣国の家きんの感染発生状況（2021.11.12 現在） 
中国、韓国、台湾、⾹港、ロシア（農林水産省情報） 

○2021 年世界のヒト感染事例（2021.11.18 現在） 
３⽉ロシア、６⽉中国、９⽉インド（厚生労働省検疫所情報） 

○国内でのウイルス確認状況（2021.12.7 現在） 

（11 月に監視の対応レベルを最高レベルに引き上げ） 

・11 ⽉⿅児島県 水鳥のねぐら等の水から検出 
・11 ⽉宮崎県  野鳥の糞便から検出 
・11 ⽉⿅児島県 死亡野鳥（ナベヅル）から検出 
・11 ⽉⿅児島県 水鳥のねぐら等の水から検出 
・11 ⽉秋田県・⿅児島県・兵庫県、 家きんから検出 
・12 ⽉熊本県・千葉県・埼玉県・広島県 家きんから検出 

○監視状況での野鳥の検査の実施について 
鳥インフルエンザの感受性が高かったり、他国での感染が確認されていたりする種

など野鳥の種別に応じて、検査の実施の優先度の目安を国が定めています。 
また、国内でのウイルス確認状況により、監視の対応レベルが定められており、対

応レベルごとに、検査を⾏うこととする死亡野鳥数等が定められています。 
検査優先種１ 猛禽類の例     検査優先種１ カモ類の例 

（出典︓環境省（2021）「野鳥における高病原性鳥インフルエンザに係る対応技術マニュアル簡易版」19〜20 ページ） 
より詳しい情報はこちら（環境省のホームページ）↓ 
http://www.env.go.jp/nature/dobutsu/bird_flu/index.html   

http://www.env.go.jp/nature/dobutsu/bird_flu/index.html

